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Ⅳ．まとめ 
久米島海域では、今回の調査の 1 年前の 2003 年 8 月に調査を行っている（平成 15 年度

リーフチェック推進事業）。このときの調査では久米島南東のイーフビーチ沖で 1 個体確認

されたのみであり、聞き取り調査でもオニヒトデの大量発生は確認されなかった。 

今回、2004 年 11 月と 2005 年 3 月に久米島のほぼ全域を調査した。その結果、久米島の

南側ではオニヒトデは確認されなかったものの、北側では多くのオニヒトデが確認された。

オニヒトデの分布は久米島の北側から奥武島東のオーハ島の沖までに集中しており、特に

久米島の北側ではオニヒトデが 20 個体以上と大量発生状況であった。その食害率は 30～

50％程度であり、残存するサンゴ群集が大きな影響を受けていると考えられた。 

オニヒトデの体長は 20～30cm のものが多く、これは 2～3 年齢程度と考えられた。3 年

前（2001 年）は、慶良間諸島を中心にオニヒトデの大量発生が確認された年であり、この

ときに大量に産卵されたオニヒトデの幼生が久米島に流れつき成長したのかもしれない。 

聞き取り調査によると、久米島周辺の造礁サンゴ類は 1998 年の高水温の影響を受け、そ

の多くが死滅したようである。今回の現地調査地点のうち、久米島北西（St.23）とハテノ

浜東（St.12）のサンゴ被度が最も高く約 30％であった。その他、久米島の北側の調査地点

や、ハテノ浜東南やトンバーラー岩の水深 15ｍ付近では比較的良好なサンゴ群集が確認さ

れた。一方、それ以外の久米島南側の調査地点ではサンゴ被度は 10％以下と低かった。し

かし、小型のサンゴ群体は久米島の南側の調査地点でも多く観察されたことから、1998 年

以後久米島周辺のサンゴ群集は着実に回復に向かっていると考えられる。 

しかしながら、久米島北側では大量発生しているオニヒトデの食害により、回復に向かい

つつあるサンゴ群集は大きな影響を受けると考えられる。今後の対策としては、優先的に

サンゴ群集の保全を図る海域を選定し、定期的なオニヒトデの駆除活動を実施するととも

にモニタリングによりその効果を検証しながら、長期におよぶオニヒトデの大量発生に対

処していく必要がある。 
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